
令和２年度実施計画 これまでの取組状況等（令和３年３月31日現在）

○滑走路地区の掘削・遺骨収容

未探索の壕1箇所の閉塞地点の先の掘削
方法の検討。

滑走路周辺部で確認されている探査済み
の壕の構造解析を行い、閉塞地点の先に該
当する地上部分でボーリング調査等を実施。

面的なボーリング調査により、地下20ｍ
程度まで滑走路地区東側半面の壕の探査
を実施。

令和元年度に新たに確認された未探索の
壕１箇所の構造解析や入壕方法の調査、
検討

○ これまでに合計４柱（29年度２柱、30年度２柱、元年度０柱）の御遺骨を収容した。
平成30年度のボーリング調査により確認された、閉塞地点から先に地上に向かっての
延長部について、安全な入壕方法を検討した。
今後、入壕のための開口工事に着手する。（P３・Ｐ４）

○ ３箇所の壕のボーリング調査等を実施したが、滑走路方向への延長は確認されなかっ
た。令和３年度も引き続き、ボーリング調査等を実施する。（Ｐ５）

〇 滑走路地区東側半面において、２７０箇所の面的なボーリング調査を実施。
令和元年度のレーダ探査で確認された異常反応点の３箇所も含め、新たな壕は確認さ
れなかった。令和３年度も引き続き面的なボーリング調査を実施。（Ｐ６）

○ ボーリング調査により壕の構造解析を行った。まだ、壕の全容が把握できていないこと
から、令和３年度も引き続き、構造解析や入壕方法の調査、検討を実施する。
（Ｐ７・Ｐ８）

○外周道路外側の面的調査・遺骨収容

平成27年度～30年度調査区域の面的調
査及びその後の調査により確認された壕
等からの遺骨収容。

○ ３１箇所の壕等の調査を実施した結果、令和２年度は４６柱の御遺骨を収容した。
令和３年度においても未調査壕等の調査を行うとともに、御遺骨の収容を実施する。
（Ｐ９･Ｐ10）

○滑走路地区周辺以外の地下壕調査

滑走路地区周辺以外の探査済の壕の
構造解析を実施。

○ 滑走路地区周辺以外の探査済の壕２箇所について、閉塞地点の調査を行った。
令和３年度も引き続き、調査を実施する。
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滑走路地区
庁舎地区
面的ボーリング調査地域

②③ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査等①地下壕の様子
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④カメラによる空洞観測
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遺骨収集
継続中

滑走路地区未探索壕の令和２年度調査結果①

・本壕から、これまで合計
４柱（29年度2柱、30年度
2柱、元年度0柱）の御遺
骨を収容した。

・平成30年度のボーリング
調査により確認された、閉
塞地点から先に地上に向
かっての延長部について、
安全な入壕方法を検討した。
今後、調査のための開口
工事に着手する。（令和３
年度は地熱対策、電源ケ
ーブルの敷設）

未探索壕の出入口

御遺骨発見場所

5m

11m

48m

滑走路断面図

60m

↑
延長部
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調査箇所

写真2

写真1

滑走路センターライン

延長無し

写真1 B1-17からB1-18方向水平 写真2 B1-18からB1-19方向上向き

※ゆるみ領域を含む

写真3 B1-19空洞状況深度2.9m

滑走路地区未探索壕のボーリング調査結果②１
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閉塞先地下壕ボーリング調査の結果

①～⑩調査完了
滑走路方向に伸びている壕は
確認されなかった。

：高性能地中探査レーダにより確認
した空洞（計１０箇所）
：地下空洞確認探査箇所（計３箇所）
：過去に発見された壕と一致した箇所
（計７箇所）

調査済 １
調査済 ２

調査済 ３

調査済 ４

調査済

調査済６
調査済７

調査済10

調査済８

９

調査済

：平成24・25年度に実施した高性能
地中探査レーダにより確認 した空洞
（計１０箇所）
：地下空洞確認探査箇所（計３箇所）
：過去に発見された壕と一致した箇所
（計７箇所）
：滑走路周辺地下壕（調査済）３箇所
：滑走路周辺地下壕（未調査）７箇所

調査済 調査済

２

調査済
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令和元年度に発見された地下壕

面的ボーリング調査の実施状況

令和元年度 面的ボーリング調査完了範囲（１０５箇所）
令和２年度 面的ボーリング調査完了範囲（２７０箇所）
異常反応地点（令和元年度調査済 地下壕無）
異常反応地点（令和２年度調査済 地下壕無）

３
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令和元年度に発見された地下壕の状況①

令和元年度にボーリング
調査で確認された範囲

令和２年度にボーリング
調査で確認された範囲

４
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令和元年度に発見された地下壕の状況②
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234C-地表：８柱 ①
234C-地表：２柱 ②
234C-211：１柱 ②

【令和２年度遺骨収集収容柱数】

第１回収集（R２.７～８）１１柱
第２回収集（R２.９～10）１９柱
第３回収集（R２.11～12）１６柱

計 ４６柱

【直近の収容柱数】
平成２８年度 １９柱
平成２９年度 １７柱
平成３０年度 ４２柱
令和 元 年度 １１柱

233J-20 ：１柱 ①

184B-201：２柱 ①

235Y-地表：８柱 ②
235Y-202：８柱 ②
235Y-地表：９柱 ③
235Y-202：７柱 ③

外周道路外側の面的調査・遺骨収容①５
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